

















































いかということがあります。PAPAIOS は幸いなことに IO と SNA 双方の研究者が参加し
ているところなので、PAPAIOS の中で、そのような議論が進んでいけばと思います。 
 
八木：日本の産業連関表について「多層的な」「4 階層の」という分かりやすい言葉を使っ
て皆さんと一緒に盛り上げていきたいと思います。大学院生が研究テーマを選ぶときにマ
クロの分野を選ぶとマクロの指標ばかりを見るようになるだろうし、産業組織を専攻する
人は産業組織のデータばかりに関心を持つと思います。しかし、ミクロやマクロだけでは
なく、産業連関表というひとつの表であらわされる経済システムの大きさで捉える議論と
いうものが経済を勉強する学生にとって非常に重要だということを示すことで、若い研究
者の視野を広げることができ、研究や教育や実際の政策の議論が全体として盛り上がって
くると思います。マクロ、ミクロだけではなくて、産業連関というもうひとつの研究分野
があることを学会として大きく示していきたいと思います。そうすると、大学院生も研究
者もアジア等からの留学生も、アメリカに行って金融の勉強をするのではなくて、日本に
きて地域から全国表・国際間表まで表を利用しての産業連関分析で博士論文を書こう、と
いう流れができたら良いと思っています。 
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